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▼
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ

ン
タ
ー
は
、二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
に
、

「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
支
援
ニ
ー
ズ

と
金
融
機
関
の
対
応
～
Ｍ
＆
Ａ
・
事
業
承

継
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
」
と

題
す
る
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
を
、
千
代

田
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
約

四
六
〇
名
で
し
た
。

▼
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
銀
行

の
取
引
先
金
融
機
関
を
対
象
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。
全
国
の
金
融
機
関
を
対

象
に
し
た
大
規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
は
、
金
融

高
度
化
セ
ン
タ
ー
開
設
（
二
〇
〇
五
年
）

以
来
、
年
平
均
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
米よ

ね

谷た
に

達
哉
金

融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
挨
拶
・
基

調
講
演
の
後
、
柳
川
範
之
氏
（
東
京
大
学

教
授
）、
増
田
寿と

し

幸ゆ
き

氏
（
京
都
信
用
金
庫

理
事
長
）、
三
宅
卓

す
ぐ
る

氏
（
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ

ン
タ
ー
社
長
）
に
よ
る
講
演
と
金
融
機
関

の
実
務
家
に
よ
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
お
け

る
金
融
機
関
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
柳
川
氏
は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
Ｉ
Ｔ

化
の
進
展
に
よ
り
、
従
来
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
の
産
業
構
造
が
崩
れ
、
今
後
、
産
業
お

よ
び
企
業
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
が
生
じ

る
こ
と
、
②
小
回
り
の
利
く
中
小
企
業
こ

そ
が
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
や
す
く
、

例
え
ば
、
地
域
の
中
小
企
業
が
直
接
海
外

と
つ
な
が
る
と
い
っ
た
新
し
い
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き

る
こ
と
、
③
地
域
金
融
機
関
が
そ
う
し
た

動
き
を
支
援
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ

と
、
を
説
明
し
ま
し
た
。

▼
「
京
都
信
用
金
庫
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
増
田
氏
は
、

営
業
店
の
担
当
者
が
販
売
先
や
仕
入
先
を

紹
介
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
取
引
先
企
業
の
課
題
解
決

と
と
も
に
、
①
そ
れ
を
通
じ
た
企
業
の
実

態
把
握
が
資
金
供
給
業
務
に
活
用
で
き
る

こ
と
、
②
営
業
店
担
当
者
の
人
材
育
成
に

つ
な
が
る
こ
と
、
の
重
要
性
を
具
体
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。

▼
「
地
域
金
融
機
関
の
Ｍ
＆
Ａ
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
三
宅
氏
は
、
①
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
を
考
え
る
「
買
い
手
企
業
」、

後
継
者
難
・
先
行
き
不
安
を
抱
え
る
「
売

り
手
企
業
」
の
い
ず
れ
も
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
②
も
っ
と
も
、
企
業
の
経
営
者

が
、
自
社
の
売
却
ニ
ー
ズ
を
金
融
機
関
に

示
す
こ
と
に
は
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と
、
③

こ
の
た
め
、
金
融
機
関
の
支
店
長
は
、
中

小
企
業
の
社
長
が
ふ
と
漏
ら
す
愚
痴
等
に

含
ま
れ
る
企
業
売
却
ニ
ー
ズ
を
捉
え
ら
れ

る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

小
池
政
弘
氏
（
広
島
銀
行
法
人
営
業
部

長
）、
小
西
睦ち

か

人ひ
と

氏
（
西
武
信
用
金
庫
業

務
推
進
企
画
部
副
部
長
）、
齋
藤
哲

さ
と
し

氏

（
東
邦
銀
行
法
人
営
業
部
長
）、
鈴
木
庸つ

ね

夫お

氏
（
静
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社

長
）、
吉
村
茂
樹
氏
（
北
陸
銀
行
法
人
・

公
共
営
業
部
副
部
長
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と中小企業の経営支援について、熱いメッセー

ジが語られた パネル・ディスカッション

地域金融機関のＭ＆Ａについて語る日本Ｍ＆Ａ
センター三宅社長

京都信用金庫のビジネスマッチングについて
語る増田理事長

産業構造の転換における金融機関の役割に
ついて語る柳川東大教授

金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｍ
＆
Ａ
・
事
業
承
継
支
援
等
）

　
─
─
参
加
者
か
ら「
中
小
企
業
向
け
経
営
支
援
は
金
融
機
関
の
使
命
」と
の
声
も
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し
て
登
壇
さ
れ
ま
し
た
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー

は
米
谷
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長
）。

　

Ｍ
＆
Ａ
に
関
し
て
は
、
鈴
木
氏
か
ら
、

静
岡
県
内
の
全
金
融
機
関
が
協
力
し
て
対

応
す
る
「
静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
小
池
氏

か
ら
「
怒
ら
れ
た
り
、
泣
か
れ
た
り
し
な

が
ら
Ｍ
＆
Ａ
に
取
り
組
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー

ド
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業

の
経
営
支
援
に
当
た
っ
て
、
小
西
氏
か
ら

「
顧
客
の
決
算
の
集
合
体
が
金
融
機
関
の

評
価
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、

齋
藤
氏
か
ら
は
取
引
先
企
業
毎
に
テ
ー
マ

を
決
め
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
経
営
課
題

提
案
型
営
業
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て
説
明
し

た
吉
村
氏
は
、「
一
七
年
間
携
わ
っ
た
こ

の
業
務
が
今
で
は
天
職
。
有
意
義
な
仕
事

に
就
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
の
経
営
支
援
に
対
す
る
パ
ネ
リ
ス

ト
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
参
加
者

か
ら
は
、「
金
融
機
関
の
使
命
を
再
認
識

し
た
」、「
胸
が
熱
く
な
っ
た
」
と
の
感
想

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
お
よ
び
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
・
資
料

は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
の
「
金
融
高
度
化
セ

ン
タ
ー
」の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
良
五
千
円
券
の
発
行
を
開
始

（
二
〇
一
四
年
五
月
十
二
日
）

▼
日
本
銀
行
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
々

に
と
っ
て
、
日
本
銀
行
券
が
よ
り
使
い
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
改
良
を
施
し
た

五
千
円
券
の
発
行
を
五
月
十
二
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
の
岩
田
規
久
男
副
総
裁
は
、

発
行
開
始
に
あ
た
っ
て
同
月
八
日
に
開
催

さ
れ
た「
五
千
円
券
改
良
記
念
式
典
」（
独

立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
主
催
）
に
出
席

し
、「
改
良
五
千
円
券
が
発
行
さ
れ
、
目

の
不
自
由
な
方
々
に
と
っ
て
、
お
札
の
種

類
が
一
層
判
別
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

は
、
日
本
銀
行
と
し
て
も
、
大
き
な
喜
び

で
す
。
今
後
も
改
良
五
千
円
券
へ
の
切
り

替
え
が
円
滑
に
進
む
よ
う
努
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
一
四
」を
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、四
月
一
日（
火
）、

三
日
（
木
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
小
学

校
四
～
六
年
生
お
よ
び
中
学
生
の
お
子
さ

ま
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、「
日

銀
春
休
み
親
子
見
学
会
二
〇
一
四
」（
協

力
：
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

▼
今
回
の
見
学
会
で
は
、
本
店
見
学
、
体

験
学
習
な
ど
約
二
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
＊

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
楽
し
か
っ
た
」、

「
子
ど
も
の
た
め
に
な
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
の
親
子
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
八

月
四
日
（
月
）
～
八
日
（
金
）
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
？
」「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好
奇
心

に
お
応
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
お
申
し
込
み
方
法

も
含
め
、
詳
し
く
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
で

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

１億円の重さを体験

親子で参加「お札の数え方」体験

「五千円券改良記念式典」で挨拶する岩田副総裁

＊ 

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
店
本
館

（
旧
地
下
金
庫
エ
リ
ア
な
ど
）
や
新
館
（
一

階
営
業
場
）
の
見
学
、
日
本
銀
行
の
仕
事
や

金
融
経
済
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
お
札
に
施
さ

れ
て
い
る
偽
造
防
止
技
術
の
紹
介
、
一
億
円

の
重
さ
・
お
札
の
数
え
方
体
験
。
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「
第
一
〇
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ 

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」 

論
文
募
集
中
！

　
　
　
（
締
め
切
り
九
月
三
十
日
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
の
提
言
～
」
は
日
本
銀
行
の
金
融

教
育
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
応
募
論

文
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
へ
の
提

言
」。
わ
が
国
の
金
融
に
関
す
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
斬
新
な
提
言
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

▼
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
概
要
、

第
一
回
か
ら
第
九
回
ま
で
の
決

勝
参
加
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
お

よ
び
審
査
員
講
評
等
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
九
回
決

勝
大
会
の
模
様
を
収
録
し
た
動

画
（
三
分
程
度
）
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

■今回号のキーワードは「伝える」。女子バレ
ーでは監督から選手に「戦術と情熱」を、わら
び座では舞台から観客に「感動」を、伝えてい
ます。
　「伝える」とは、決して一方的な行為ではなく、

「共感」があって初めて成り立つこと。今回の
取材でも、「バレーボールは相手の気持ちにな
ってパスをつなぐスポーツ。監督も選手と共通
の目標を持つチームメートの目線が大切」と語
る眞鍋監督。わらび座では、平賀源内役の三重
野さんが「舞台は一つのコミュニケーション。
毎回お客さまから違う反応があり元気づけられ
る」と笑顔を見せます。
　今回は、金融広報中央委員会の仕事を紹介さ
せて頂きました。この仕事も私たちから国民の
方々に「お金と生活の知恵」を「伝える」仕事
です。一方的に情報を発信しても、相手に受け
止めてもらえなければ、行動の変化につながり
ません。受け取りやすい「パス」となるよう、
相手の立場に立って情報発信に工夫を凝らすな
ど、日々悪戦苦闘しています。 （丹治）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、
旧小樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の
方の定期購読、郵送はお取り扱いしておりませんので
ご了承ください。なお、既刊号全文を PDF ファイル形
式で日本銀行ホームページ上に掲載していますのでご
利用ください。

（http://www.boj .or . jp/announcements/koho_
nichigin/index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解
を反映しているものではありません。日本銀行の政策・業
務運営に関する公式見解等については、日本銀行ホー
ムページ（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。

編 集 後 記

学
生
の
た
め
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

日銀グランプリは、日本銀行が毎年開催している、学生の皆さんを対象とした金融
分野の小論文・プレゼンテーションのコンテストです。多くの皆さんのご応募を
お待ちしています！

第10回日銀グランプリ
～キャンパスからの提言～

http://www.boj .or . jp/

主
催 

日
本
銀
行

「わが国の金融への提言」課 題

◎応募資格： 現在、大学（短大等を含む）に在籍の方（大学院生は除く）。
2～ 4 名 1 組のグループでご応募ください。

◎授賞内容： 最優秀賞／１チーム（副賞：図書カード 15万円）
優秀賞／２チーム（副賞：図書カード 3 万円）
特別賞／１チーム（副賞：図書カード 3 万円）

※応募の詳細は裏面の応募要項および日本銀行ホームページをご覧ください。

締切

9/30
必着日本銀行ホームページには過去の決勝の模様（動画）、入賞論文や審査員の講評も

掲載していますので、こちらもぜひご覧ください。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
窓
口
】

  
日
本
銀
行　

  

情
報
サ
ー
ビ
ス
局

  

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

  

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
四
〇
五
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